
◦ロータリーソング◦

ソングリーダー
宮部　理香さん

◦ゲ ス ト 紹 介◦

ＮＰＯ法人　Ｗｏｍａｎ’ｓサポート代表

曽根原　容子　様

グアン・バレンティーナ・クリスト　様

国際ロータリー２６２０地区　交換留学生

数年前静岡ロータリーでお世話をさせていた

だいた当時バレンティーヌさん、現在はグア

ン・バレンティーナ・クリストさんがお見え

になっていますので、谷本さんからご紹介い

ただきます。

＜谷本さんより＞

こんにちは、８年前の久保田年度の時に、スイ

スから静岡に来ていただきまして、一年間静岡

ロータリークラブでホストを行いました。静岡

からは、ふたばから、わたなべみずきさんが、
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うちのクラブのメンバーではなかったですが、

当時は、ななちゃんと言うことで皆さんに大変

お世話になりまして、ホストファミリーご家族

を回ったものですから、静岡に１週間いてもお

父さんお母さんがいっぱいいるから足りない

と。とてもいい人です。半年くらい東京に行っ

て、国際交流したとのことです。では、本人か

ら皆様にご挨拶を。

＜バレンティーナ＞

みなさんこんにちは。谷本さんが先程いろいろ

お話ししたのですが、私は去年からジュネーブ

で国際関係と発達の大学院で勉強しまして、そ

れで、今は駿河の大学院に留学して交流を続け

たいと思っています。あと、私、ジュネーブで

も、ジュネーブ国際会議等いろいろお世話にな

りまして会議等出ていて、今はこう言うバナー

をとってきました。よろしくお願いします。

◦ビ ジ タ ー 紹 介◦

ＮＰＯ法人　Ｗｏｍａｎ’ｓサポート代表

曽根原　容子　様

◦会　長　挨　拶◦

会長　川辺　哲　さん

先週の例会は、当初、台風１０号が上陸して、

例会の日に最も静岡に近づく予報だったので、

休例会とさせていただきました。事務局から、

出来る限り休例会の連絡を致しましたが、行き

届かなかった方がおられたようで、当日は３～

４名の方が会場に見えたようで、申し訳ありま

せんでした。会場の関係や、地元へ戻る方もあ

りそうでしたので、前週の金曜日の夕方には決

定して連絡をする必要がありまして、臨時理事

会にて休例会と致しましたが、結果論ではあり

ますが、当日は台風も低気圧に変わり晴れ間も

見えて例会は可能でしたが、リスクマネジメ

ント上、休例会とせざるを得ませんでしたこ

と、ご了承ください。というわけで、この２週

間の出来事で印象に残っていることをお伝えし

ます。前回の例会日の夜、新会員親睦委員会が

ありました。入会三年以内の会員を中心に３５

名ほどの会員が出席されましたが、和気藹々と

した、大変楽しい懇親会でした。私の隣に座っ

た、今まで九州の、静岡と同規模の街のロータ

リークラブに在籍されていた新会員は、静岡

ロータリーは、地元の会員と転勤族の会員の間

に全く垣根が無く、大変親しく交流しているの

を見てビックリしておられました。番匠委員

長、御苦労様でした。当日の昼の例会の会員増

強委員会アワーの時に行ったアンケートの中間

結果を見せていただきました。皆様、静岡ロー

タリーの活動に様々な「意義」を見いだしてお

られることが感じられました。また、いくつか

の要望も書かれておりましたが、それらを上手

に取り入れることで、当クラブの魅力度を高め

て会員増強を進めていくべきだと思いました。

山田委員長、宜しくお願いいたします。話しは

飛びますが、イスラエルと交戦中のガザの子ど

も達の間でポリオの感染が発生したそうです。

感染が拡がるのを防ぐために、子ども達にワク

チンを配る間、一次的にイスラエルの攻撃をス

トップさせたとのニュースが入りました。短時

間ではあったらしいですが、戦争の当事者に一

部の冷静さが残っていることで、今後の収束を

期待したいところです。国際ロータリーのポリ

オ撲滅運動が、あと一歩のところまで来ている

と聞いておりましたが、再び感染が拡大しない

よう、祈るばかりです。もうひとつ。昨日の静

岡新聞に地球深部探索船「ちきゅう号」が、清

水港から宮城県沖に向けて出港したとのニュー

スが出ておりました。調査は三ヶ月半、１０カ

国の研究者や乗組員１５０人が参加し、震災か



ら１３年経った震源の歪みの進行具合を調べる

のが目的です。「ちきゅう号」は、昨年の職業

奉仕委員会で見学し、大変貴重な経験をさせて

いただきました。その節は金田委員長に大変お

世話になりましたことを、改めて御礼申し上げ

ます。ロータリークラブのメンバーであること

で、世界の様々な出来事が他人事ではなくなり

ます。良いことか悪いことかは一概には言えま

せんが、自分の世界が広くなって、広い視野で

ものを見たり考えたりすることが出来ると思い

ます。感謝あるのみです。この後、９月２１日

には、当クラブとローターアクトクラブが永年

にわたって支援しており、また平尾前会長が評

議員をしている静岡大学教育学部附属特別支援

学校のＰＴＡの秋祭りが行われます。平尾さん、

佐藤ローターアクト委員長、宜しくお願いいた

します。本日よかったのは、以前お世話してお

りました留学生のクリスティーナさんが、今回

こうしてクラブに顔を出していただけることは

うれしく、さらなる励みになります。暑さも峠

を越し、ようやく過ごしやすくなって、食事も

お酒もおいしく頂け

る季節になってまい

りました。祭日の関

係で、この先２週間、

例会がありませんが、

是非お元気で仕事に

取り組んでください。

エンジョイ・ロータ

リーで行きましょう。

◦委  員  会  報  告◦

雑誌員会委員会　布田委員長

ロータリーの友、９月号の読みどころについて

紹介させていただきます。まず、表紙のイラス

トは、はじめの会の田中せいこさんによる金閣

寺のイラストで、とても迫力があります。

横組み　４ページ、会長挨拶

ロータリーのマジックとは、帰属意識であり、

それは思いがけのない時に生じるものです。と

いうご自身の親戚との繋がりの体験をもとに記

載いただいています。

横組み　８ページ、ネパールの教育支援

最近の静岡でもネパールの方を多く見かけま

す。支援の輪が広がるといいと思います。

横組み１４ページ、ロータリーの友をフォロー

する地区のリーダーの紹介

このような方の力でロータリーの友が支えられ

ているということを今回知りました

横組み１８ページ、２６２０地区のリーダーの

斉藤様より

『友をもっと活用してクラブの活動や新会員の

研修、会員増強に役立っていただきたいと思い

ます』のとメッセージが寄せられています

横組み１９ページ、卓話に役立つツール

ＱＲもついていますので、ぜひご覧になってく

ださい

私も一通り拝見いたしましたが、一番印象に

残っているのは、横組と縦組がある理由です。

横組は、ロータリーインターナショナル関係の

記事、特集等、ロータリーに関する理解を深め

る記事を中心に取り上げていて、縦組は、読者

のエッセイ、俳句などの趣味や知識が広がる講

演や卓話の要旨等、会員同士の親睦を深められ

るような記事を中心に掲載しています

横組み２９ページ、米山小学生での基礎知識、

寄付金財政編

税制控除が受けられる等、細かい内容が掲載さ

れています。

横組み４４ページ、世界ポリオデーの紹介

縦組み４ページ、ベネズエラのエルシステマと

いう音楽を使った教育の取り組みの紹介



国家事業となっているので、成果次第では日

本でも取り組んでみる必要があるのかもしれ

ません

縦組み９ページ、またぎというキーワード

相模原南ロータリーの中村様の記事で、出身地

の秋田県の旧阿仁町を紹介したものです。

今月号のロータリーの友はロータリーの友を支

える方々と活用方法についての特集が中心に

なっています。ぜひ、ご一読ください

◦幹　事　報　告◦

幹事

この先２週間は、例会はありません。

９月１４日（土）　親睦ゴルフコンペ（静岡カ

ントリー島田ゴルフコース）

９月１７日（火）　観月会

◦お  め  で  と  う◦

【誕生祝い】

●月●●日　栁田　一男さん

●月●●日　植松　昌美さん

●月●●日　香本　創児さん

●月●●日　松崎　至宏さん

●月●●日　山本　芳司さん

【結婚記念日】

●月●●日　川池　朗さん・恵子さん

◦ス　マ　イ　ル◦

曽根原　容子さん（ゲスト）

本日は卓話の機会を頂きありがとうございま

す。よろしくお願い致します。

ローターアクト委員長　佐藤　長巳　さん

昨日アクトの日で、甲府石和温泉でゴミ拾いを

行ってきました。石道さん、宮部さん、坂上さ

ん、松本さん、極暑の中、お疲れ様でした。昼

食のうどん屋にあった言葉を紹介します。「努

力は積み重ねるから崩れる。積み重ねなければ

崩れない。人間は立って歩くから転ぶ。横になっ

てれば転ばない。だから明日できることは今日

やらない。」以上

幹事　横山　泰久さん・

副幹事　川㟢　裕司さん

先々週の例会で予算と決算の承認をいただきあ

りがとうございました。説明の後に皆様から承

認をいただくのを忘れ、志田ＰＤＧのご指摘で

慌てて承認をいただきました。以後、気を付け

ます。

水上　房吉さん

３年ぶりに両手でゴルフができる様になりまし

た。なれないせいか片手の方がうまくいきます。

杉本　忠重さん

長い間の不良会員、申し訳ありませんでした。

「妻の介護を自宅で」と、行っていましたが、

予防的介護のことを知り、専門家にお願いする

ことにし、障害認定・介護認定を経て、毎週月

曜日にデイサービスに行くこととなりました。

よろしくお願い申し上げます。

石川　雅章さん

９月９日は「救急の日」。安心安全な社会のた

めに、女性専用の防災グッズをご用意しました。

オリジナルパッケージも準備しますのでお気軽

にお問合せ下さい。お手元のチラシをご覧くだ

さい。

栁田　一男さん

●月●●日に、●●歳の誕生日を迎えました。

これからも、感謝の気持ちを忘れず、素直な心

を持って快活に、一日一日を過ごして行きたい

と思っています！

植松　昌美さん

●月●日お誕生日のお祝いありがとうございま

す。『ドラえもん』も同じ誕生日ですが、新た

に関取の熱海富士の同じとのこと。●●才近く



も違いますが（笑い！）

香本　創児さん

誕生日のお祝いありがとうございます。ちょう

ど●●になりました。人生折り返し、一日一日

を大切に過ごして行きたいと思います。ご指導

よろしくお願いいたします。

松崎　至宏さん

誕生祝いを有難うございました。●●才になり

ました。まづまづ元気で例会に出席できること

を感謝しています。

川池　朗さん

結婚記念日のお花ありがとうございました。●

●年目となります。単身生活は●●年目です。

満席スマイル

４番　伴野さんテーブル、５番　志田さんテー

ブル、７番　福地先生テーブル

◦出　席　報　告◦

例会日 全会員数
（出席計算人数※）

出 席
会 員 数

欠 席
会員数

暫 定
出席率

9/9 111 名  73 名 38 名 65.77％

※出席免除会員を引いた会員数。
　出席免除会員は欠席しても出席扱いになるため。

欠席した方は年度内にメイクアップしましょう！
なお、国際ロータリー理事会の決定事項に則り、それに
変更が無い間は全会員出席扱いとします。

◦ゲ  ス  ト  卓  話◦

ＮＰＯ法人　Ｗｏｍａｎ’ｓサポート代表

曽根原　容子　様

演題「女性活躍～しなやかに生きる～」

２１歳の時に鍼灸師とマッ

サージ師の資格を取り、その

後、上京。東京の鍼灸師の資

格を持つ研修センターで働き

ながら、資生堂の依頼で、資生堂美容室で２年

間、美容と針ということで、針の担当させて

いただいていました。これは、資生堂ビュー

ティーサイエンス研究所が新しく、美容と針の

融合したものをやりたいとのことで約３５年前

にその最初をやらせていただき、大変光栄なお

仕事でした。その時は１９８８年頃のバブル全

盛期で、場所は銀座８丁目にある、ザ・銀座と

いうビルで、いつも時間が空くと８階から銀座

の大通りを歩く人たちをみて、「すごいな」と

思い、人生を先行することしか考えられない時

代でありました。銀座の土地も１坪１００万と

言われていた、そんな時代を銀座の街で過ごす

ことができ、それが本当に今の私に生きている

のだなと感じます。この時にすでに、沼津市に

戻りましてゆくゆくは沼津に戻って美容と婦人

科系の鍼灸治療院をオープンしようと、ザ銀座

の８階から決意してことを今でも覚えていま

す。そこから、美容というものを専門的にやっ

てみようと思い、資生堂の仕事が終わった後に、

株式会社スリムビューティーハウスに勤めまし

た。ここはもともと、武蔵野鍼灸院という鍼灸

治療院がエステティックに変わったので、「こ

れだったら勉強できるかな」と思い、入社しま

した。入社当時１０店舗くらいしかなかった会

社ですが、最高約１６０店舗まで増え、そんな

中私も、いちエステティシャンとして入りまし

たが、成績がとてもよかったため、西日本統括

部長という№３の立場まであがることができま

した、この時にいろいろと仕事の基本について

勉強させていただきました。１９９８年は、当

時、名古屋駅前本店で、１ヶ月の売上が、１店

舗だけで１億円あげることができました。この

成績は、後にも先にもエステ業界では、私だけ

で、当時、株式会社スリムビューティーハウス

曽根原というと大手では結構名前が知れ渡って

いたと思います。株式会社スリムビューティー



ハウスで学んだことは、女性マネージメントで

す。女性中心の会社だったため、女性をどのよ

うにマネージメントして、どのような形をとっ

たら女性がやる気をもって仕事ができるのか、

力を発揮できるのかということを徹底的に学び

ました。そして気づいたことは、女性は自分の

居場所を作りたがる生き物だということです。

同じところにずっといるとそこから派閥ができ

てしまうということもそこで学びました。です

から、私が担当した西日本は、３か月、長くて

も半年の期間で人の入れ替えを行い、中を少し

ずつ入れ替えることで、派閥ができないように

してきたという記憶があります。その後、株

式会社スリムビューティーハウスを退社して、

２００２年に、静岡県沼津市にエステティック

サロンをオープンしました。鍼灸治療院も横で

少しやったのですが、それよりもまずはエステ

サロンをやって、エステティックサロンの方が

売り上げがあがったので経営を軌道にのせるま

では、エステをメインにやっていこうと思い、

エステティックサロンをオープンしました。当

時、エステティックサロンのイメージが、非常

に悪かったのです。消費者センターへのクレー

ムも非常に多かったです。さらに、静岡県とい

うところは、美容・エステティックサロンの数

が人口からすると多く、特に東部地区は多かっ

たです。でも、東部地区にはエステの認定校が

なかったため、それならばということで、私が

沼津市に日本エステティック美容協会認定校を

取得して、静岡ビューティーカレッジを開校し

ました。この時は、スリムビューティーハウス

で培った様々な人脈を使わせていただいてオー

プンすることができ、今は千人以上卒業生がい

る状況です。しかし、２００２年は、女性が一

人で起業をした時に、なんの後ろ盾もなく、銀

行も積極的にお金を貸してもらえなかったで

す。当時、金融機関に「曽根原さん、三つ悪い

ことが重なっているよ。一つは、まず独身。一

つは、女。三つめはエステ。だからお金はなか

なか貸してあげられない。２００万なら貸すこ

とができるよ。」と言われたことは今でも覚え

ています。今の時代では考えられないことです

が、実際そのように言われて、２００万だけ借

りたのを覚えています。でも、その言葉があっ

たから、逆に言えば、今、２２年、２３年目を

迎えましたが、ここまで頑張ってこられたのだ

なと感じています。そして、起業してしばらく

してから商工会議所に入りました。商工会議所

でいろいろな会議等に出させていただき思っ

たことは、「商工会議所は男社会なのだな」と。

女性の会員も少なく、男性が中心でやっている

というイメージでした。特に沼津は保守的な街

ですので、それはすごく感じました。転機と

なったのは、そんな中でも２０１３年に沼津商

工会議所青年部で初の女性の会長を務めさせて

いただいたことです。その後、２０１６年４月

に女性活躍推進法が施行され、私は女性活躍推

進法のおかげで様々なチャンスをもらうことが

できました。例えば、女性が起業をして成功と

いうか、何十年もやっている方が沼津市にはい

なかったのですが、そういう中で、いろんな役

をやらせていただきましたし、情報も入ってき

ましたので、とても商工会議所の育てられたと

いう実感があります。例えば、会社が大変な時

も補助金が申請できるようにいろいろ助けてい

ただいたり、私が美容鍼灸の研究をやっていた

ので論文を書くときに、論文に必要なアンケー

トを、静岡県全域に女性の年齢別比率で取れ

るように商工会議所にご協力いただいたり等、

様々な形で応援していただいております。この

後お話しする「Ｗｏｍａｎ’ｓサポート」も商工

会議所にお手伝いしていただきました。青年部



の活動としては、どんなことがあったかといい

ますと、まずは、女は４３才をさかいにちやほ

やされなくなるとすごく実感しました。それま

ではなにか重たいものを持っていても、「手伝

いますよ」と言ってもらえていたが、ある時か

らか、「これはどこに置きますか？」と尋ねる

と、「そんなの自分で考えてください」といわ

れて、やっぱりだんだん扱いが変わってくるの

だなと実感したのが４３歳の時でした。その後、

青年部の会長をやることで、私の人生の転機が

訪れました。これがなぜかといいますと、会長

をやったことにより、いろんな方との出会いが

あり、人脈も増えて、そして今、こういう形で

今日もこのような場に立たさせていただいてい

ます。ご紹介いただきました石川さんとは。青

年部の県連会長だった時からのお付き合いで

す。青年部の会長を受ける時に仕事もあるので

悩みましたが、断るとこの先１０年は、沼津市

で女性の会長は出ないなと思い、受けさせてい

ただきました。また、今までは、女性ばかりで

の組織でのマネージメントをやってきたが、男

性が多い組織において自分の力がどれだけある

のかというのを試してみたいと思い会長を受け

ました。そこでわかったのが、男性はやっぱり

縦社会、女性は横社会で育ってきているのだと

すごく実感しました。それはどういうことかと

いいますと、私の育った時代は、男性は、子供

の頃に野球やサッカーを通して先輩と出会い縦

社会を学び、女性は、おままごとを通じて共感・

隣の人とどうやってうまく付き合うかを学んで

いる。明治維新以降、男性が作ってきたのでビ

ジネスや商工会議所は、縦社会です。縦社会の

中に、やはり私たち女性は後から入ってきたわ

けですから、溶け込んでそこを理解してやって

いかないと組織というのは難しいのだなと実感

し、今でも意識しながら活動しています。そし

て、女性活躍推進法もあり、沼津市からも、商

工会議所からも女性経営者として期待されるよ

うになり、「Ｗｏｍａｎ’ｓサポート」を新設する

こととなりました。「Ｗｏｍａｎ’ｓサポート」と

は、２０１６年７月に発足。この頃、女性のプ

チ起業が流行っていました。沼津市は近隣と比

べて、女性の起業の対応がすごく遅かったの

で、沼津商工会議所の相談に行っても、相談に

のってもらえない等、沼津市は女性の起業に対

する取り組みに積極的ではないケースがあり、

私は、それでは意味がないと思い、沼津市役所

の政策企画課と沼津商工会議所に、起業を考え

ている女性たちが相談しやすい・集まりやすい

ものを作っていたいと提案をしました。そうし

ましたら、是非それをやっていただきたいと賛

成いただき、「Ｗｏｍａｎ’ｓサポート」を作りま

した。それまで、青年部会長を務めて積極的に

活動してきたが、卒業の年齢となっていて、卒

業してしまったらなにもできなくなってしま

うなという気持ちもあり、「Ｗｏｍａｎ’ｓサポー

ト」の立ち上げにさらに注力できたのではと今

になってそう感じます。ＮＰＯ法人としての立

ち上げとなり、７人のいろんなタイプの女性に

声をかけて理事になっていただきました。「Ｗ

ｏｍａｎ’ｓサポート」というのは、女性の起業

就業、子育て・妊活の支援・相談窓口として立

ち上げたもので、私は起業ですが、子育て支援

をやっている女性、会社の中の幹部・管理職を

やっている女性、役員をやっている女性、助産

師さん等を集めて、８人で起業をしました。今

年で９年目を迎えていて、昨年は、知事褒章を

いただき、会としてまた一つ成長できたなと感

じています。１０年続けていることは２つあ

ります。一つは、女性起業応援セミナーです。

主催は沼津市で運営がＷｏｍａｎ’ｓサポートで

毎年講師の方に来ていただき、女性の起業を育



てるということでセミナーをしていただいてい

ます。二つ目は、Ａｌｌ Ｌａｄｙ‘ｓ フェスとい

うイベントです。コロナ前は１０時から１６時

の間に親子連れなど約１４００人の来場者があ

りました。イベントでは、起業したい女性達は、

自分たちのブースを出店し試してみたり、すで

に起業している先輩女性達は、ブースを出した

り、起業したい方の相談窓口を作ったりと、起

業ができやすい環境・試してみられるフェスで

す。その他、約１５０人集めたクリスマス会を

異業種交流会として開催したり、市内のいろい

ろなところで相談会を実施したり、産婦人科の

先生による妊活セミナーを行なったりしてきま

した。そんなことで９年が経ち来年１０年を迎

えますので、１０年経ったら世代交代をと考え

ていますので、どのようにしていこうかを現在

思案中です。そして私は沼津北ロータリーク

ラブに２０１７年に入会させていただきまし

た。今期は６２名からスタートして現在６８名

で、約１ヶ月で６人に入会していただきうれし

く思っています。年齢は３７才から９２才まで

います。６８人中女性は２人だけです。最近い

ろんなところでロータリークラブの女性会員の

増員についてお話があります。ここからは私の

持論ですが、女性の方も多くいますので誤解し

ないで聞いていただきたいのですが、女性比率

はクラブ全体の１０％までは、会員は誰でもい

いというものではないので、厳選したほうがい

いと思っています。なぜかと申しますと、女性

が多ければ素晴らしいクラブということではな

いと思います。やはりどのような人が会員であ

るかというのが重要であって、静岡県は女性の

経営者の人数というのが全国平均より低いし、

管理職の人数も低いです。つまり、特に東部地

区では、女性の仕事に対して意識は、東京や大

阪などの都会の比べると低い。静岡市はそれで

も、県内でも高いほうだと私は思っています。

そういう状態ですので、地域性はあると思いま

す。ですから、他の地域で増強・増強としてい

ても、沼津市などは現在、ビジネスの面で女性

を育てている状況なので、土壌も違うので、焦

らず女性を育てて、そしていい状態になったと

ころでロータリーに入っていただけたらいいの

ではないのかと私は思っています。なので、沼

津北ロータリークラブは、現状、女性が２名で

すが、今もっと女性をいれなければいけないと

いう空気ではなく、誰かいい人がいたらと、仕

事も講師もできる方の誰に声をかけようかと探

している状況です。私が、なぜ女性比率が１割

かと言っているかというと、女性は先を見るの

が苦手なのです。ですから、目先のことで損得

を判断してしまうので、仕事につながるとつな

がらないとか、もしくは奉仕とかめんどうくさ

いなと思ってしまうと、会がおかしくなってし

まう。１割ぐらいだとそういう考えに段々なっ

てくるのです。ですからそういった意味で１割

までは厳選して、その先はいろんな形で広げて

いっていいのではないかと思っています。現在、

私は、仕事では、「ハリリーナ」という美容鍼

灸とエステが現在二店舗ありますので、今後「ハ

リリーナ」の展開をやっていきたいと思ってい

ます。この「ハリリーナ」は、私が最初にお話

しした通り、ザ・銀座の８階から誓った美容と

鍼灸を癒合した治療院を持ちたいと言ったまさ

にそういうサロンです。９月から仕事用のイン

スタグラムをはじめて、店舗展開の人数アップ

と鍼灸師のリクルートのためにやっています。

以上が、私がどのようにやって、ここまできた

のかという話になります。


